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衆議院原子力問題調査特別委員会ニュース 

平成 25.4.8 第 183 回国会第３号 

 

4 月 8日（月）、第３回の委員会が開かれました。 

 

１ 原子力問題に関する件 

・参考人黒川清君から総括発言を聴取し、参考人野村修也君から国会事故調の調査経過及び報告書の概要について説明

を聴取しました。続いて、参考人（石橋克彦君、崎山比早子君、櫻井正史君、田中耕一君、田中三彦君、野村修也君、

蜂須賀禮子君、横山禎徳君）から意見を聴取した後、質疑を行いました。 

（参考人）元東京電力福島原子力発電所事故調査委員会委員長 

 政策研究大学院大学アカデミックフェロー       黒 川   清君 

元東京電力福島原子力発電所事故調査委員会委員 

神戸大学名誉教授                  石 橋 克 彦君 

元東京電力福島原子力発電所事故調査委員会委員 

元放射線医学総合研究所主任研究官          崎 山 比早子君 

元東京電力福島原子力発電所事故調査委員会委員 

預金保険機構理事                  櫻 井 正 史君 

元東京電力福島原子力発電所事故調査委員会委員 

株式会社島津製作所シニアフェロー          田 中 耕 一君 

元東京電力福島原子力発電所事故調査委員会委員 

科学ジャーナリスト                 田 中 三 彦君 

元東京電力福島原子力発電所事故調査委員会委員 

中央大学法科大学院教授 

弁護士                       野 村 修 也君 

元東京電力福島原子力発電所事故調査委員会委員 

大熊町商工会会長                  蜂須賀 禮 子君 

元東京電力福島原子力発電所事故調査委員会委員 

社会システム・デザイナー              横 山 禎 徳君 

（質疑者及び主な質疑内容）

塩 崎 恭 久君（自民） 

・東京電力福島原子力発電所事故調査委員会（以下「国

会事故調」という。）報告書及び国会事故調の活動に対

する海外の評価、特に、事故の原因究明に対してどの

ように評価されているか、黒川参考人の所見を伺いた

い。 

・国会事故調報告書について、福島県や大熊町の被災者

はどのように受け止めているか。また、政府に優先的

に対処してほしい具体的な事項について、蜂須賀参考

人の所見を伺いたい。 

・福島第一原発事故直後における首相官邸の対応につい

てどのように評価しているか、櫻井参考人の所見を伺

いたい。 

 

近 藤 洋 介君（民主） 

・国会事故調の６か月間という調査期間が妥当であった

か否か、また、調査に際して国政調査権を発動しなか

った理由について、黒川参考人の所見を伺いたい。 

・原子力分野において若い優秀な人材を育成・確保する

ために何が必要か、黒川参考人及び横山参考人の所見

を伺いたい。 

・規制当局が電力会社の「規制の虜」とならないための

方策として、電力会社の発送電分離等の電力システム

改革を実施すべきと考えるか否か、黒川参考人及び横

山参考人の所見を伺いたい。 

 

小 熊 慎 司君（維新） 

・東京電力福島第一原発事故について、どのような課題

を解決すれば事故が収束したと宣言できると認識して

いるか、黒川参考人の所見を伺いたい。 

・同事故の原因について、政府事故調の報告書が津波を



本ニュースは、速報性を重視した概要版として事務局において作成しているものです。 

詳細な内容については会議録を御参照ください。 

 2

想定外としているのと比較して、国会事故調報告書が

津波を想定の範囲内と判断した根拠について伺いたい。 

・炉心溶融の問題など、国会事故調が積み残していて引

き続き調査が必要と考える課題があれば、具体的に説

明されたい。 

 

伊 佐 進 一君（公明） 

・国会事故調報告書における提言で、新しい規制組織の

要件として、高い独立性、透明性、専門性等が挙げら

れていたが、原子力規制委員会及び原子力規制庁のこ

れまでの仕事振りから、これらの要件を満たしている

と考えるか、野村参考人の所見を伺いたい。 

・福島第一原発事故の原因が未だ全容解明されていない

状況下で導入される原子力発電所に関する新規制基準

に、どれだけの実効性があるのか、田中三彦参考人の

所見を伺いたい。 

・政府が除染の長期的目標とする「１ミリシーベルト/

年」の健康への影響をどのように評価するか。また、

福島県が要望している中期的数値目標の設定について、

崎山参考人の所見を伺いたい。 

 

椎 名   毅君（みんな） 

・原子力規制委員会の下に設けられている新規制基準の

検討チームには事業者から寄附を受けた委員もいる。

新しい規制組織に高い独立性を求めた国会事故調の提

言と新規制基準の検討作業の現状について、野村参考

人の所見を伺いたい。 

・事故収束作業を東京電力に任せ続けなくて済む方法に

ついての黒川参考人の所見、及び福島第一原発４号機

の使用済燃料の取出し作業について、東京電力以外の

者による対応の可能性に関する田中三彦参考人の所見

を伺いたい。 

 

笠 井   亮君（共産） 

・国会事故調報告書の冒頭で「福島原子力発電所事故は

終わっていない」と指摘したことの意味について、現

時点においてどのように考えているか、黒川参考人の

所見を伺いたい。 

・東京電力の虚偽説明による国会事故調の調査妨害に関

して、東京電力により何を妨害され、その結果どのよ

うな重大な影響を受けたのか、田中三彦参考人に伺い

たい。また、この問題に対する黒川参考人及び野村参

考人の所見を伺いたい。 

 

小宮山 泰 子君（生活） 

・国会事故調報告書の作成に際しての基礎資料となった

関係者からの聴取資料、提出資料の取扱い及びそれら

の公開の是非について、野村参考人の所見を伺いたい。 

・国会事故調のような、行政機関から独立した第三者機

関という制度を今後活用していくために何が必要か、

黒川参考人及び野村参考人に伺いたい。 


